
ストックホルムから６０km北に
あるウップサーラに用事があった
のを幸いにこの町の大聖堂を久し
ぶりに訪ねてきました。ウップサ
ーラ大聖堂にはスウェーデンの歴
史上で最も有名な王グスタフ・ヴ
ァーサが眠っています。また、こ
の大聖堂にはグスタフ・ヴァーサ
王の他に生誕３００年祭で今年注目
の人、分類学の父と言われるリン
ネが眠っています。「リンネの墓石
がまだリネアの花で飾られている
よ」と聞いて、リネアの花がどう
しても見たかったのでした。リネ
アという植物は開花期間が大変短
く森を這うように生息するらしい
けれど、私は実際に見たことがな
かったのです。１７００年代に生き
た博物学者リンネは自然界のあら
ゆるものを調査し、分類し体系付
けてそれらにラテン語で学名を付
けようという情熱を持っていまし
た。人間の学名はホモ・サピエン
スですが、我々「ヒト」を含めて
体系の中で位置づける概念と仕組
みを作った人です。リンネは生涯
において沢山の美しい花々を観察
したけれど故郷の森に咲くさりげ
ない小さなこの花を一番愛し、後
にvonという爵号を授かった時に
も自分の紋にロゴとして使ったそ
うです。リンネに愛されリンネの
ように小さい（彼は１５４cmと小柄
だった）この植物を彼の名に最も
近い響きを持つ女性名「リネア」
と名づけたのは友人であるオラン

ダの植物学者でした。リンネの墓
石は彼の愛した沢山の小さな薄紫
ピンク色のリネアたちに優しく見
守られるように教会内の入口近く
でひっそりしていました。リンネ
は世界中の自然界を体系付けるに
は人間の一生が短すぎることにも
早くから気付いていました。当時
としては７１歳まで長生きをし、生
涯で１８６もの論文を発表し、自分
の学術的情熱と意思を継ぐ有能な
学生たちを沢山育てました。自分
の代わりに使徒たちと呼ぶ愛弟子
たちを世界の果てへ調査探検の旅
へと送り出し、リンネの研究精神
を引き継がせました。
そのリンネの使徒たちの中でも
最も優秀だった一人で、オランダ
の東インド会社の船に同行して鎖
国をしていた江戸時代の日本に入
国したスウェーデン人の植物学者
がいます。植物の学名で「○・△
・ジャポニカ」のように「日本」
の名前が付いているものが大変多
いのはこの植物学者カール・ペー
テル・ツュンベリイが残した業績
の一つによるものです。ツュンベ
リイが書き残した日本観察日誌に
よると、当時の日本政府に年２回
出島への入国を許されていたオラ
ンダ船に乗るために「オランダ語
を読み書きする人」になる努力を
３年間したとあります。外国語の
習得はツュンベリイさんでも大変
だったんだ…と親近感を覚えま
す。ツュンベリイが１７７５年８月

に長崎港に入った後、日本の風俗
や自然を観察し収録して作った世
界最古の瑞日単語帳は面白い小説
を読むようにワクワクします。当
時日本にはオランダ語を理解でき
る日本人通訳が４０－５０人もいたそ
うです！ツュンベリイはオランダ
語を使って日本語を学びながら日
本の植物を調査研究し、１年５カ
月後には沢山の植物を記録・収集
してヨーロッパに持ち帰りまし
た。
ウップサーラ大学での１００年前
のリンネ生誕２００年祭には「ニル
スの冒険」を書き上げたばかりの
セルマ女史が、そして今年の３００
年祭には天皇皇后両陛下が来瑞さ
れ式典にご出席されました。「両陛
下と共に沢山の報道関係者が日本
からやって来た…」とこちらの新
聞は報道関係者の数にも驚いてい
たので、日本でも色々とニュース
になったことでしょう。「リンネの
精神」をキーワードに、新しい何
かを見つけていこうという試みが
２００７年を通してあらゆる分野で
工夫されています。
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リネアの花で飾られたカー
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